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対応者が先導するのではな

く、不審者の後を、行動を促

しながら付いていく。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

① 各門扉への防犯カメラの設置（門扉周辺Ｈ19～、 校舎内Ｈ23～、通学路Ｈ26.11～） 

② 東門のみの開門による侵入経路の一本化（北門の施錠Ｈ27.09.～） 

③ 中央昇降口（玄関）での記名と来校者カードの着用（PTA 訪問時の IDカード着用義務） 

 

 

① 声かけと IDカード着用の確認 

  「失礼ですが、どちらに御用ですか？」 

「受け付けで記名いただき、IDカードの着用をお願いしています。」 

② 退去を促しても反応しない場合は、下記（３）①の対応 

 

 

 

 

 

① 危機回避まで余裕がある（すぐには危害を与えないと思われる）場合 

・ 安全を確保しながら、児童と不審者の間に立つ。さす股を持てるのであ

れば持って立つ。（可能な限り他の教職員に知らせ、複数対応する。） 

・ 「失礼ですが、児童の安全確保のため、いったん玄関まで戻ってくださ

い。」（記名をすることと理由を告げることを促す） 

・ 昇降口まで戻し、職員が見守る中、「管理職と面談し

てください。」と言って、管理職に報告する。 

・ 管理職が出て対応し、警察に連絡することに触れな

がら、退去を促す。管理職の「警察への連絡合図」（背中に回した手の親

指を立てる）で、居合わせた職員が警察に連絡し、警察官の到着まで侵

 不審者が学校に侵入した場合 

○ 児童が不審者から被害を受けないための距離を十分保つことを最優先する。 

○ 侵入させない守りを固めるととともに、侵入経路を限定するよう努める。 

○ 侵入直後にその事実を把握するとともに、声を掛けて、退去を依頼するよう努

める。 

○ 教室等に侵入した場合は、全教職員及び児童が侵入情報を迅速に共有し、個々

の判断で不審者からの距離を保ちながら避難するようにする。 

（「不審者避難てんでんこ」） 

危機対応の方向性 １

危機対応の具体 ２

危機の状況 

（１）不審者を侵入させないための手立て 

（２）不審者が侵入した際の水際の対応 

職員は、訪問者との距離（1

ｍ半）を十分保って対応す

る。また、背を向けた際の動

きに注意する。 

（３）不審者が児童の近くに接近した際の対応 

 ・廊下や校庭で、児童に２ｍまでの距離に近づいた。 

 ・教室内に入ってきた。 

不審者侵入 
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教室の前からか後ろか

らか。 

出来る限り大きな音で

笛を鳴らす（「ピピーー

ーー」）。危険があるこ

とを全職員・全児童に

知らせる。 

教職員は状況把握に努

める。 

 

・職員室前（出勤黒板）

上の非常通報装置の

非常ボタンを押す。 

・警察に状況を説明し、 

出動を依頼する。 

 

 

・必要に応じ救急車を

要請する。 

 

・さす股を持った職員

で囲む。 

・机やいすでバリケー

ドをつくる。 

・ただし、職員自身の

危険に留意し、可能

なことのみとする。 

 

 

 

 

・逃避経路を判断する。 

・教室（前・後ろ）から、 

（北・中央・非常）階段

を通って、鉄棒前に行

くよう指示する。 

・教員の引率ではなく、

それぞれの児童の判

断で、校庭の鉄棒前に

逃げるようにする。 

＜不審者避難てんでんこ＞ 

入を食い止める。 

② 危機が迫っている（ナイフ所持などで明らかに危険な）場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

               

         

       

 

 

 

 

 

 

 

 

分担する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

※  

平成 13 年 6 月 8 日、大阪教育大学付属池田小学校に凶器を持った男（当時 37歳）が侵

入し、次々と同校の児童を襲撃した。結果、児童 8 名（1 年生 1 名、2 年生 7 名）が殺害さ

れ、児童 13 名・教諭 2 名に傷害を負わせる惨事となった。 

授業中、中央昇降口から入った不審者が、職員の声掛けを無視して２階に上がり、１

年生の教室に走り込んで、学習中の１年生に危害を加えてしまう。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・＜起こしたくない最悪の事態＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・ 凶器を所持した不審者が侵入して、児童の尊い命を奪ってしまう。 

・ 不審者に遭遇した児童が、その恐怖から PDSD を発症し、健全な成長を侵害されてしまう。 

予想される危機の状況 ３ 

危機予想の背景 ４

避 難 指 示 

不審者の動きを止める 警察に通報する 

出来る限り大きな音で笛を鳴らす（「ピピーーーー」）。

危険があることを全職員・全児童に知らせる。 

どこで、危機が発生しているのかを正確に把握する。 

教職員は、さす股をもって、状況把握に現地に行く。 

児 童 管 理 

警察の到着 
身柄の拘束 

救急車要請 

出来る限り早い段階で、学校連絡メールを用いて、状

況を説明するとともに、引き取り依頼をする。 

避難指示と避難 

確実に保護者または、保護者代理の方に引き渡す。 
精神的に不安や恐怖を抱く場合には、ｽｸｰﾙカウンセ
ラー等が対応することを伝える。 

危機内容の把握 

危機の共有 

保護者への連絡 

保護者へ引き渡し 


